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中等科・高等科校長　佐野　摩美

　春爛漫、生命の息吹きが漲り、夢と希望に溢れた季節が巡ってきましたが、今年度は、新型コロナ感染症パンデ

ミックの影響で、不透明・不測の事態の中、新年度を迎えることになってしまいました。 

　 今、世界は、混迷の中にあります。私たち一人一人に求められていることは、 専門家が発信する正確な情報をキ

ャッチして分析し、社会の構成員の一人として責任ある行動をとることです。昨年来日された教皇フランシスコ

は、「すべてのいのちを守る」ことを第一義に私たちにメッセージをくださいました。 

　今流行している新型コロナウイルスは、感染しても無症状であったり、症状が軽かったりすることも多く、その

場合でも他者に感染させる危険があるという特徴を持ちます。重症化しやすい高齢者や基礎疾患がある方に、無症

状者や軽症者から感染が広がったら大変です。自分一人くらい、私たちのグループくらい平気だろう、という甘え

と過信を払拭して、私たち一人一人が責任を持って、「すべてのいのちを守る」という気概を持つことが肝要で

す。光塩女子学院中・高等科は、今後の総ての判断の根拠として、「すべてのいのちを守る」という観点を最も大

切にしてゆきます。  

　前置きが長くなってしまいました。  

　私、佐野摩美は、4月1日付けで光塩女子学院中高等科校長に就任致しました。何卒宜しくお願い申し上げます。

　私が、中等科一年生として光塩に入学したのは、昭和50（1975）年ですので、もう四十五年以上前になります。

上智大学の文学部国文学科卒業後、大学院で近代国語辞書の研究をしながら中・高の国語科の非常勤講師を務めさ

せていただいたのが奉職のはじまりです。大学の四年間以外は四十数年間光塩で学び続けていることになります。

大学四年間もカトリック学校でしたから、カトリックの世界観のもとで45年以上育んでいただいて参りました。 

　在学中から御薫陶賜わったＳｒ西川、Ｓｒ太田、Ｓｒ尾﨑、Ｓｒ関戸、荒木先生からバトンを引き継ぐ今、身の

引き締まる粛然たる思いで襟を正しております。 混沌とした世界情勢においても本質を見抜き、人間に特有の意味

と価値を発見できる底力を涵養するための学びの場の充実に命を賭けて励む所存です。 　

　光塩は、スペイン・ベリスにある「メルセス宣教修道女会」が創立したミッションスクールで、「地の塩、世の

光（マタイ五章十三節から十六節）」を建学の精神にしています。燭台の蠟燭は身を溶かしながら光を放ち、塩は

自ら溶けて味をつけたり防腐剤になったりします。ここから人のために生きることを喜びとするという生き方が導

かれました。創立者マドレ・マルガリタの「日本の学校を実現させるためならば、共同体の全員は、水とパンだけ

で長い間生きる犠牲をいとわないことを信じてください（1930年）」という言葉も残されていますが、この生き方

は決して自己犠牲ではありません。自分が精一杯がんばって身につけた成果や習得した技術・専門知識をもとに、

自分の専門性や実力を発揮して、他者のために生きることを意味しているのです。「光と塩」即ち「光塩」の目指

すものについては下表の学校ルーブリックをご参照ください。 　
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↑　昨年度から学校アンケート等で活用が始まった「学校ルーブリック」

今年度は「光と塩」に―ホスピタリティ―というサブテーマを掲げ、「塩ＳＡＬＴ」をキーワードに実践します。

Ｓ　Ｓｕｓｔａｉｎａｂｉｌｉｔｙ（持続可能性―環境問題） 
Ａ　Ａｍｂｉｔｉｏｎ（大志―夢の実現） 
Ｌ　Ｌｕｘ　Ｖｅｒｉｔａｔｉｓ（真理の光―学問探究） 
Ｔ　Ｔｏｌｅｒａｎｃｅ（寛容―多様性）

　環境・世界・学問・自己と向き合っていくヒントとして活用していきましょう。詳細は追ってお話しします。勿

論、学年進行の目標も続けます。 　

　光塩での学院生活をより充実させるために

 ・朝、眠くてもおはようございます。

 ・校内で出会ったらごきげんよう。

 ・授業で集中力が途切れたら、自分に喝！

 ・お掃除にも精を出して！（べっぴんさんになれます） 

　　一緒に励みましょう。 　

　　宜しくお願いいたします。
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